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 IT 食 農 だ よ り 

植
物
工
場
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
第
11
期
生
・

IT
食
農
先
導
士
第
７
期
生
が
開
講 

業
担
当
者
が
列
席
さ
れ
、
髙
山
弘
太
郎
先
端
農

業
・
バ
イ
オ
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
長
挨
拶
、
来

賓
の
紹
介
、
人
材
育
成
事
業
の
概
要
説
明
及
び

ス
タ
ッ
フ
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
受
講

生
の
自
己
紹
介
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
受
講
動
機

や
目
標
な
ど
の
話
が
あ
り
、
来
賓
の
方
々
、
出

席
者
が
興
味
深
く
耳
を
傾
け
る
姿
が
み
ら
れ
ま

し
た
。
続
く
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
受
講
上
の
注
意
事

項
等
の
説
明
を
受
け
た
後
、
早
速
講
義
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
１
年
４
ヶ
月
に
わ
た
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
、
共
に
学
び
合
い
、
充
実

し
た
時
間
を
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 

（
文
責
：
前
田
紀
子
）  

最先端植物工場マネージャー育成プログラム第11期生・IT食農先導士養成

プログラム第7期生開講式（来賓・スタッフと） 

最
先
端
植
物
工
場
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
10

期
生
が
先
端
施
設
研
修
の
県
外
研
修

を
行
い
ま
し
た  

 

11
月
10
日
（
木
）
か
ら
11
月
12
日
（
土
）

ま
で
、
最
先
端
植
物
工
場
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
10
期

生
が
県
外
の
先
進
施
設
視
察
研
修
と
し
て
、
香

川
県
及
び
愛
媛
県
に
お
け
る
植
物
工
場
や
先
端

施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。
計
８
名
が
参
加
し
ま

し
た
。 

 
10
日
は(

１)
 

徳
寿
工
業
株
式
会
社
（
香
川

県
高
松
市
）
の
①
人
工
光
型
植
物
工
場
（
リ
ー

フ
レ
タ
ス
）
と
②
同
社
開
発
の
ク
ー
ル
サ
ッ
ト

ハ
ウ
ス
（
施
設
外
で
ミ
ス
ト
噴
霧
を
行
い
、
そ

の
空
気
を
施
設
内
に
取
り
込
み
冷
房
す
る
）
に

お
け
る
イ
チ
ゴ
栽
培
シ
ス
テ
ム
を
見
学
し
ま
し

た
。
11
日
は(

２)
 

有
限
会
社
エ
ス
．
エ
ス
．

ケ
イ
佐
々
木
等
氏
（
香
川
県
木
田
郡
三
木
町
）

か
ら
イ
チ
ゴ
経
営
状
況
（
施
設
面
積
１
５
０

ａ
、
労
働
力
20
名
）
の
説
明
を
受
け
、
香
川
県

開
発
の
早
生
・
低
温
結
果
性
品
種
「
さ
ぬ
き

姫
」
に
よ
る
環
境
負
荷
を
軽
減
し
た
イ
チ
ゴ
栽

培
を
見
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、(

３)

香
川
県

農
業
試
験
場
（
香
川
県
綾
歌
郡
綾
川
町
）
で
①

開
発
し
た
品
種
（
小
麦
「
さ
ぬ
き
の
夢
２
０
０

９
」
、
イ
チ
ゴ
「
さ
ぬ
き
姫
」
、
米
「
お
い
で

ま
い
」
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
「
さ
ぬ
き
の
め
ざ

め
」
、
キ
ウ
イ
「
さ
ぬ
き
キ
ウ
イ
ス
イ
ー
ト
」

他
、
オ
リ
ー
ブ
「
香
オ
リ
３
号
、
香
オ
リ
５

号
」
、
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
「
さ
ぬ
き
の
ヘ
イ
ヤ
」

他
）
の
説
明
を
受
け
、
②
香
川
県
が
開
発
し
た

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
ハ
ウ
ス
（
直
管
パ
イ
プ
を
使
っ

た
通
気
性
の
良
い
低
コ
ス
ト
ハ
ウ
ス
）
と
③

ク
ー
ル
サ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
と
通
常
ハ
ウ
ス
の
ト
マ

ト
栽
培
比
較
試
験
等
を
見
学
し
ま
し
た
。
12
日

は(

４)
 

愛
媛
大
学
農
学
部
（
愛
媛
県
松
山
市
樽

見
）
で
植
物
工
場
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス
愛
媛
大
学

緑
化
環
境
工
学
教
育
分
野
に
お
け
る
研
究(

Ｓ
Ｐ

Ａ)

等
の
説
明
を
受
け
、
植
物
工
場
の
見
学
を
行

い
ま
し
た
。
各
視
察
場
所
で
は
、
多
く
の
質
問

が
熱
心
に
な
さ
れ
、
最
新
の
栽
培
技
術
や
経
営

等
の
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た
３

日
間
の
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
（
文
責
：
山
内

高
弘
）  

 

12
月
３
日
（
土
）
に
最
先
端
植
物
工
場
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
11
期
生
、
IT

食
農
先
導
士
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
最
先
端
土
地

利
用
型

IT

農
業
コ
ー
ス
）
７
期
生
が
開
講

し
、
植
物
工
場
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
７
名
、
IT
食

農
先
導
士
３
名
を
迎
え
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 
開
講
式
は
、
来
賓
と
し
て
連
携
自
治
体
、
企

(有)エス．エス．ケイのイチゴ苗 

生産状況（11/11） 
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ra
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英
名
：S

traw
b
erry 

 

イ
チ
ゴ
は
バ
ラ
科
の
多
年
草
で
、
イ
チ

ゴ
と
し
て
流
通
し
て
い
る
も
の
は
、
ほ
ぼ

す
べ
て
オ
ラ
ン
ダ
イ
チ
ゴ
属
の
栽
培
種
オ

ラ
ン
ダ
イ
チ
ゴ
で
す
。
栽
培
種
の
オ
ラ
ン

ダ
イ
チ
ゴ
は
、
北
米
原
産
の
バ
ー
ジ
ニ
ア

イ
チ
ゴ 

(
F

. 
virg

in
ia

n
a)

 

と
南
米
原
産

の
チ
リ
イ
チ
ゴ (

F
. ch

ilo
en

sis) 

の
交
雑

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。
一
般
に

出
回
っ
て
い
る
イ
チ
ゴ
品
種
は
、
栄
養
繁

殖
と
い
っ
て
、
ラ
ン
ナ
ー
と
呼
ば
れ
る
匍

匐
枝
を
伸
ば
し
、
そ
の
先
に
で
き
る
子
苗

で
増
殖
さ
せ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
場

合
、
増
殖
効
率
が
悪
く
、
親
株
が
病
害
虫

や
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
と
、
そ
れ

が
子
苗
に
も
伝
染
し
て
し
ま
い
ま
す
。
近

年
、
種
子
で
増
殖
す
る
種
子
繁
殖
型
イ
チ

植物工場紹介ツアーの様子 

ゴ
品
種
が
育
成
さ
れ
、
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
種
子
繁
殖
型
品
種
は
、
栄
養
繁
殖
に

比
べ
増
殖
効
率
が
高
く
、
種
子
を
経
由
し

て
伝
染
す
る
病
害
虫
や
ウ
ィ
ル
ス
は
ほ
と

ん
ど
な
い
た
め
、
病
害
虫
の
い
な
い
優
良

種
苗
を
効
率
よ
く
得
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
三
重
県
、
香
川
県
、
千
葉
県
と
農
研

機
構
九
州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
が
共

同
で
育
成
し
た
「
よ
つ
ぼ
し
」
（
２
０
１

７
年
に
品
種
登
録
）
が
有
名
で
す
が
、
そ

れ
以
降
、
三
好
ア
グ
リ
テ
ッ
ク(

株)

が

「
ベ
リ
ー
ポ
ッ
プ
は
る
ひ
」
、
同
社
と
三

重
県
が
共
同
で
「
ベ
リ
ー
ポ
ッ
プ
す
ず
」

を
育
成
し
て
い
ま
す
（
ベ
リ
ー
ポ
ッ
プ
は

る
ひ
・
す
ず
は
品
種
登
録
出
願
中
）
。
種

子
繁
殖
型
品
種
の
登
場
に
よ
っ
て
、
種
苗

供
給
体
制
が
変
わ
る
こ
と
に
加
え
て
、
苗

の
育
苗
期
間
が
大
幅
に
短
縮
で
き
る
こ
と

か
ら
栽
培
体
系
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 （

文
責
：
熊
﨑
忠
）    

 
 
 

技
科
大
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
て
、
小
中
学
生
向
け
体
験
学
習

教
室
、
植
物
工
場
紹
介
ツ
ア
ー
を

実
施  

旬
の
食
べ
物 

イ
チ
ゴ 

イチゴ果実 

 

２
０
２
２
年
10
月
29
日
（
土
）
に
技

科
大
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
技
科
大
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
、
地
域
一
般
の
方
を
対
象
と

し
た
技
科
大
の
魅
力
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
先
端
農
業
・
バ
イ
オ
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
小
中
学
生
向
け
体
験

学
習
教
室
「
光
合
成
機
能
を
見
る
！-

植

物
工
場
で
は
た
ら
く
植
物
診
断
ロ
ボ
ッ
ト

-

」
と
植
物
工
場
紹
介
ツ
ア
ー
を
企
画
、

実
施
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
事
前
予
約
制
と

な
り
ま
し
た
が
、
両
企
画
と
も
定
員
を
満

た
し
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

（
文
責
：
熊
﨑
忠
） 

食
農
産
業
マ
ッ
チ
ン
グ
大
交
流
会 

 

先
端
農
業
・
バ
イ
オ
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
は
、
11
月
25
日
（
金
）
に
豊
橋
サ

イ
エ
ン
ス
コ
ア
の
ア
ト
リ
ウ
ム
で
開
催
さ

れ
た
「
食
農
産
業
マ
ッ
チ
ン
グ
大
交
流

会
」
（
主
催
：
食
農
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
推

進
協
議
会
）
に
出
展
し
、
多
く
の
方
に
お

越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
交
流
会
は
、

食
農
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
推
進
協
議
会
15

周
年
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
会
員
事

業
者
の
商
品
、
活
動
を
紹
介
す
る
も
の
で

す
。
当
セ
ン
タ
ー
は
、
IT
農
業
コ
ア
で

行
っ
て
い
る
人
材
育
成
事
業
の
修
了
生
の

方
達
が
開
発
し
た
農
産
加
工
品
（
６
次
産

業
化
商
品
）
を
展
示
し
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
、
①
原
田
愛
子
氏
（
６
次
化
１
期

生
、
東
海
食
プ
ロ
の
会
会
長
）
「
柿
あ

ん
」
、
②
中
内
田
明
子
氏
（
６
次
化
５
期

生
）
「
野
菜
の
Ｄ
Ｉ
Ｐ
」
、
③
鈴
木
美
有

希

氏
（
６

次

化

７

期

生
）
「
柿

チ

ッ

プ
」
、
④
藤
城
義
久
氏
（
６
次
化
３
期

生
）
「
あ
じ
醤
油
、
菜
の
花
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
」
、
⑤
永
田
晴
敬
氏
（
６
次
化
６
期

生
、
植
マ
ネ
６
期
生
）
「
タ
モ
ギ
ダ
ケ
」

を
展
示
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
来
訪
者
の

方
か
ら
、
各
商
品
に
対
し
て
多
く
の
問
合

わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
（
文
責
：
山
内
高

弘
） 

愛媛大学植物工場（トマト栽培）  

（11/12） 

食農産業マッチング大交流会 

での展示風景  


